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目次 2018. １　Ｎｏ.146- ＣＯＮＴＥＮＴＳ - 16　施設情報／集古苑、歴史民俗資料館　ほか
17　しらかわコオーディネーションプロジェクト／白河歴史人物伝
18　子育て情報
19　保健情報
20　ラウンジ～様々な情報をお届け～
23　くらしの情報館
27　休日救急医療当番医、日曜窓口、今月の納期限　ほか
28　今月号の締めの一杯／地域の風になる

02　年頭のごあいさつ
04　特集／甦る「仁」のこころー白河戊辰戦争150年ー
08　Ｔｏｐｉｃｓ
10　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ１／白河だるま市　ほか
12　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ２／子育て世代賃貸住宅家賃補助制度　ほか
14　図書館情報
15　白河文化交流館「コミネス」情報

【今月の表紙】南湖公園から望む日の出

芭
ば

蕉
しょう

亭

住　　所：会津町27-25
電　　話：0248-27-0833
営業時間：（昼）11:30 ～ 13:30
　　　　　（夜）17:00 ～ 21:30
定 休 日：月曜日
駐 車 場：有り

夜は割烹
ぽう

、昼はラーメン
和食料理人一家が作る絶品チャーシューメン

①肉好きにはたまらない『チャーシューメン』シャキシャキした自家製メンマのファンも
多い　②ボリューム満点の『ひれソースかつ丼』

①

②

　昭和54年創業の芭蕉亭では、約10年前からラーメンを提供し
ていて、そのおいしさから口コミで人気を集め、夜は割烹、昼は
ラーメンを求めるお客さんでにぎわっています。
　国産竹の子を使った自家製メンマなど、和食料理人としてのこ
だわりをみせるのは、店主の渡

わ た

辺
な べ

直
な お

幸
ゆ き

さん。同じく和食料理人で
妻の栄

え い

子
こ

さん、息子の綾
りょう

太
た

さんと昼夜腕を振るいます。
　おすすめは『チャーシューメン』。鶏と豚がらから丁寧に作ら
れる醤油スープと、上質な肉が決め手の一杯です。甘辛いソース
と、ごまの風味がマッチした『ひれソースかつ丼』も人気です。
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《マチイロ》《市ホームページ》 《フェイスブック》「広報しらかわ」は、市ホームページやスマート
フォンアプリ（マチイロ）でもご覧になれます。
編集・発行／白河市秘書広報課

締めの一杯

第21回

白河は全国的にも知られるラーメ
ン処で、市内には100軒を超す店
が点在しています。毎月、おすす
めの一杯を紹介します。

今月号の

白河駅

至国道４号

コミネス

白河羽鳥レイクライン

りぶらん
37

城山公園

地域の風になる
地域おこし協力隊員の活動と
　　　　　発見した地域の魅力

大信地区隊員

嶋
し ま

本
も と

 雅
ま さ

之
ゆ き ▼「ご当地萌

も

えキャラと歴史
　が好き」と話す嶋本さん

◀大信地域市民交流センター
　『ひじりん館』

小峰シロ

さん

　はじめまして。長崎県佐世保市出身の嶋本と申します。
　市公認キャラの『小峰シロ』がきっかけで白河に興味をもち、
歴史を感じる町並みが好きになり、白河にやって参りました。
　佐世保市は雪があまり降らないので、今年の冬は、雪道の運
転に注意しなければと思いながらも、少し楽しみでもあります。
　現在は、大信地域の魅力を発見しながら、市公認キャラクタ
ーを使った地域のパンフレットを制作しています。
　白河は自然が豊かで、重要な史跡が数多くある街です。自分
の得意分野を生かし、市の魅力を発信していければと思います。

嶋本さんと一緒
に白河の魅力を
発信します♪
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『未来に向けて、
　活力と魅力あふれる
　まちづくりを進めて
　まいります』

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
産
業
の
振
興
や
子
育
て
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
、
文
化
芸
術

な
ど
様
々
な
分
野
で
こ
れ
ま
で
蒔
い
て
き
た
種
が
芽
吹
き
、
本
市
の
持
続

的
な
発
展
に
向
け
た
好
循
環
の
流
れ
が
加
速
し
始
め
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
震
災
前
か
ら
誘
致
に
取
り
組
ん
で
き
た
三
菱
ガ
ス
化
学
㈱
の
Q
O
L
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
白
河
が
竣
工
を
迎
え
る
と
と
も
に
、
児
童
ク
ラ

ブ
等
の
整
備
や
教
育
支
援
制
度
の
拡
充
な
ど
に
加
え
、
本
市
の
主
要
幹
線

道
路
で
あ
る
国
道
２
９
４
号
バ
イ
パ
ス
の
整
備
な
ど
も
順
調
に
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
交
流
館
コ
ミ
ネ
ス
も
総
じ
て
好
評
を
得
て
お
り
、
隣
接
す

る
図
書
館
り
ぶ
ら
ん
と
と
も
に
「
市
民
の
広
場
」
と
し
て
親
し
ま
れ
る
な

ど
、
街
な
か
に
新
し
い
人
の
流
れ
を
生
み
出
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
好
循
環
の
流
れ
を
さ
ら
に
大
き
く
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
、

本
市
の
強
み
で
あ
る
歴
史
や
伝
統
文
化
、
豊
か
な
自
然
な
ど
、
足
元
に
あ

る
資
源
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
、
誇
り
と
愛
着
が
感
じ
ら
れ
る
「
住
み
よ
い

ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て
、
活
力
と
魅
力
を
創
造
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
戊
辰
戦
争
か
ら
１
５
０
年
の
節
目
の
年
で
す
。
近
代
日
本
の

扉
を
開
い
た
先
人
の
足
跡
を
ひ
も
と
き
、
改
め
て
本
市
か
ら
見
た
戊
辰
戦

争
の
意
義
を
考
え
る
と
と
も
に
、
最
大
の
激
戦
地
と
し
て
歴
史
に
名
を
刻

む
「
白
河
」
を
全
国
に
広
く
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
実
り
多
き
素
晴
ら
し
い
一
年

に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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『市民の皆様とともに、
　活気あふれる住みよい
　まちづくりに努力して
　まいります』

　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
四
季
を
通
し
て
威
風
堂
々
と
し
た
姿
を
見
せ
る
小
峰
城
三
重
櫓
。
そ
の

床
板
や
柱
に
は
戊
辰
戦
争
当
時
の
弾
痕
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
ま
す
。
本

年
は
、
戊
辰
戦
争
か
ら
１
５
０
年
の
節
目
の
年
。
皆
様
と
と
も
に
、
白
河

の
悠
久
の
歴
史
を
、
改
め
て
見
つ
め
直
す
ま
た
と
な
い
機
会
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
今
、
本
市
は
、
開
館
一
周
年
を
迎
え
た
文
化
交
流
館
コ
ミ
ネ
ス
や
市
立

図
書
館
り
ぶ
ら
ん
、
小
峰
城
跡
、
南
湖
公
園
な
ど
と
併
せ
て
、
市
民
が
誇

り
と
愛
着
を
持
ち
、
訪
れ
る
人
々
が
白
河
の
歴
史
・
伝
統
文
化
・
自
然
を

体
感
で
き
る
、
魅
力
あ
る
新
た
な
街
並
み
景
観
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
三
菱
ガ
ス
化
学
㈱
の
Q
O
L
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
白

河
が
落
成
し
、
国
道
２
９
４
号
バ
イ
パ
ス
な
ど
、
幹
線
道
路
の
整
備
も
進

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
本
市
の
優
れ
た
地
理
的
条
件
を
活
か
し
た
、
新
た

な
発
展
で
あ
り
、
誠
に
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
議
会
で
は
昨
年
、
市
民
の
皆
様
か
ら
気
軽
に
意
見
を
お
寄
せ
い

た
だ
く
「
議
長
へ
の
手
紙
」
の
開
設
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
議
会
中

継
を
開
始
す
る
な
ど
、
公
平
・
公
正
で
、
市
民
の
皆
様
に
開
か
れ
た
議
会

の
実
現
へ
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
年
も
引
き
続
き
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
活
気
あ
ふ
れ
る
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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次世代を担う子どもたちに白
河戊辰戦争を伝えるため、マ
ンガ本を作成しています。３
月頃完成予定で、一般販売の
ほか幕末の歴史を学ぶ小・中
学生に無料配布します。

《プロフィール》
市内在住、講談社アフ
タヌーン「はじまりの
はる」既刊３巻

平成 30年度は、メインイベントとなる合同慰霊祭、講
演会など様々な記念事業を予定しています。　皆さんのご自宅などに戊辰戦争に関わ

る文書、言い伝えや遺物などは眠ってい
ませんか？市では、そのような資料や、
当時の逸話などを募集しています。
※衣類、道具、文章、鉄砲、
　薬きょう、弾丸など

問本庁舎文化振興課
　内 2387

教えてください！
「我が家の戊辰戦争」

合同慰霊祭・講演会など

募集

広報しらかわ４月号
から、白河戊辰戦争の
コーナー新連載！
今後のイベント情報
などに注目だワン！

予告

マンガ本作成

「今回は、記念事業に参加できて光栄
です。戊辰戦争には先祖も関わりがあ
り、この作品がこの土地で起きたこと
を広く知っていただく一助になればと
思います」

端
は

野
の

洋
よう

子
こ

さん

作者紹介

十六ささげ隊とは
白河戊辰戦争で、新政府軍が恐れ
た遊撃戦を得意とした部隊です。
古来からの鎧

よろい

冑
かぶと

姿で、弓や槍
や り

を
使って勇猛果敢に戦いました。
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甦る「仁」のこころ
           －白河戊辰戦争 150 年－

陣羽織と十
じゅう

六
ろ く

ささげ隊、２種類のピン
バッジを文化振興課 ( 本庁舎３階 ) や、
マイタウン白河（本町）の売店などで
販売しています。
価格／各 350 円、セット価格 600 円

市内の戊辰関係史跡・寺院など
にのぼり旗が掲げられ、本町や
中町の旧奥州街道沿いにはフラ
ッグが掲げられます。

　
２
０
１
８
年
は
、
戊
辰
１
５
０
年
の
節

目
の
年
で
す
。
市
で
は
、
白
河
戊
辰
戦
争

を
再
検
証
し
、
先
人
た
ち
の
功
績
を
学
ぶ

と
と
も
に
、
戊
辰
ゆ
か
り
の
地
と
の
交
流

お
よ
び
白
河
の
歴
史
・
文
化
の
発
信
を
目

的
と
す
る
記
念
事
業
を
行
い
ま
す
。

　『
甦
よ
み
が
える

「
仁
」
の
こ
こ
ろ
』
の
テ
ー
マ

フ
レ
ー
ズ
と
、
陣
羽
織
に
慰
霊
の
花
で
あ

る
彼ひ

岸が
ん

花ば
な

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
活
用
し
て
、
白
河
戊
辰
戦
争
に
お
け
る

戦
死
者
を
敵
味
方
の
分
け
隔
て
な
く
、
今

も
手
厚
く
弔
っ
て
い
る
「
仁
」
の
心
を
後

世
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。

JR 新白河駅に白河戊辰戦争 PR 看板を設置し、本市を訪れる観光客など
に向けて白河戊辰戦争をアピールします。

特集

▼PR看板を設置したイメージ
（新幹線改札内）

記念事業の紹介 　実行委員会では、式典・慰霊祭部会、歴史部会、教育部会、
文化・観光部会に分かれて、様々な記念事業を展開しています。

▼陣羽織柄   ▼十六ささげ隊柄
ピンバッジ販売

のぼり旗・フラッグ JR新白河駅でのPR看板設置



右
翼
隊

中
央
隊

左
翼
隊

南湖

稲荷山

白坂

阿武隈川

谷津田川

奥
州
街
道

小峰城

小丸山

大
垣
藩

長
州
藩

薩
摩
藩 忍

　藩

大
垣
藩

長
州
藩

薩
摩
藩

同盟軍

新政府軍

松並
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◀稲荷山からは、新政府軍が
　陣取っていた小丸山を一望
　でき、新政府軍の迫りくる
　砲弾や陣形を想像すること
　ができます。

▶南湖の棚倉藩慰霊碑

激戦地だった松並には同盟軍、
新政府軍の慰霊碑が向かい合
って建てられています。

▲平成27年に建てられた稲荷山の慰
　霊碑には、約千人の戦殉難者の名
　前が刻まれています。

小丸山 旧奥州街道
　　↓

▲会津藩士を慰霊する
　銷

しょう
魂
こん
碑(左)と戦死墓(右)

▲長州大垣藩戦死
　六名墓

戊
辰
戦
争
の
は
じ
ま
り

　
慶
応
４
年
（
１
８
６
８
）
１
月
、

京
都
の
鳥
羽
・
伏
見
で
旧
幕
府
軍
と

薩
長
軍
が
衝
突
し
、
戊
辰
戦
争
が
始

ま
り
ま
し
た
。
４
月
に
は
江
戸
が
無

血
開
城
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
政
府
軍

は
会
津
征
討
を
目
的
に
東
北
へ
進
出

し
て
き
ま
す
。

空
き
城
だ
っ
た
小
峰
城
（
白
河
城
）

　
白
河
藩
主
で
あ
り
幕
府
老
中
だ
っ

た
阿あ

部べ

正ま
さ

外と
う

は
、
神
戸
開
港
問
題
に

よ
り
、
蟄ち

っ

居き
ょ

謹
慎
の
処
分
を
受
け
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
子
の
正ま

さ

静き
よ

が

家
督
を
継
ぐ
も
、
白
河
か
ら
棚
倉
藩

へ
転
封
さ
せ
ら
れ
て
お
り
、
小
峰
城

は
藩
主
不
在
と
い
う
特
殊
な
状
況
下

で
戊
辰
戦
争
を
迎
え
ま
す
。

小
峰
城
の
戦
い
①
閏う

る
う４
月
20
日

　
新
政
府
軍
の
命
令
で
、
二
本
松
藩

な
ど
東
北
諸
藩
が
守
備
し
て
い
た
小

峰
城
を
会
津
藩
が
攻
撃
し
ま
し
た
。

会
津
藩
に
同
情
的
で
あ
っ
た
東
北
諸

　
約
１
０
０
日
間
に
及
ん
だ
白
河

戊
辰
戦
争
の
戦
死
者
は
、
両
軍
合

わ
せ
て
千
名
以
上
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
一
体
、
ど
の
よ
う
な
戦

い
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

藩
の
守
備
兵
は
、
城
の
一
部
を
焼

い
て
撤
退
し
ま
し
た
。

小
峰
城
の
戦
い
②
閏
４
月
25
日

　
会
津
征
討
を
強
要
す
る
長
州
藩

の
世せ

良ら

修し
ゅ
う

蔵ぞ
う

を
仙
台
藩
士
ら
が

斬
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
東

北
諸
藩
は
新
政
府
軍
に
徹
底
抗
戦

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
新
政
府

軍
は
、
宇
都
宮
方
面
か
ら
進
軍
し

ま
し
た
が
、
会
津
率
い
る
同
盟
軍

が
勝
利
し
ま
し
た
。

小
峰
城
の
戦
い
③
５
月
１
日

　
初
戦
に
敗
れ
た
新
政
府
軍
は
、

白
坂
か
ら
三
方
面
へ
進
軍
し
、
稲

荷
山
を
中
心
に
最
大
の
戦
い
が
あ

り
ま
し
た
。
同
盟
軍
の
兵
数
は
新

政
府
軍
よ
り
勝
っ
て
い
ま
し
た
が
、

巧
み
な
作
戦
や
用
兵
、
強
力
な
銃

砲
な
ど
に
よ
り
、
た
っ
た
１
日
で

多
く
の
同
盟
軍
兵
士
が
戦
死
し
、

小
峰
城
も
新
政
府
軍
に
占
拠
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
…

　
７
月
末
ま
で
の
お
よ
そ
３
か
月

間
、
同
盟
軍
は
小
峰
城
の
奪
還
を

試
み
ま
す
が
、
連
携
不
足
や
、
指

揮
官
不
在
な
ど
の
理
由
で
失
敗
に

終
わ
り
ま
し
た
。
棚
倉
城
も
落
城

し
、
９
月
22
日
に
は
会
津
藩
が
降

伏
し
ま
し
た
。

▲５月１日の戦い（新政府軍の進軍図）
　新政府軍は、中央隊が稲荷山を中心に攻撃すると見せかけ
　て同盟軍を一か所に集中させ、手薄になったところを右翼
　隊・左翼隊が突破し、小峰城を占拠しました。

白
河
戊
辰
戦
争

　
　
お
さ
ら
い

　
市
内
に
は
、
戦
死
者
を
敵
味

方
の
分
け
隔
て
な
く
手
厚
く
弔

う
多
く
の
慰
霊
碑
・
墓
が
あ
り

ま
す
。（
写
真
は
そ
の
一
部
）
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　関所がある白河の地は、戊辰戦争に
おいても最重要視されており、通過点
ではなく、一つの大きな関門でした。
両軍の慰霊碑などが数多く残っている
のは、白河には寺院がたくさんあり、
その信仰心が根付いていたからではな
いでしょうか。
　昭和 12 年、戊辰 70 年記念式典が
行われているように、白河の人々はそ
の慰霊の心を継承してきました。東
軍・西軍と区別せずに慰霊ができるの
も白河の地だからこそです。萩市とは、
白河踊りが伝承されているほかにも
様々な縁があり、萩市の画家・松

ま つ

林
ばやし

白河戊辰150周年記念事業
実行委員会会長

　人
ひと

見
み

 光
みつ

太
た

郎
ろう

さん ▲南湖「共楽亭」で行われた戊辰70年記念式典

「仁」の心を受け継ぎ、伝えていく

桂
け い

月
げ つ

は、旧白河藩家老一族の出である
松
ま つ

林
ばやし

孝
こ う

子
こ

と結婚しました。
　先祖からの「仁」の心を受け継ぎ、未
来へ伝えていくことが、私たちの使命
であり、記念事業をきっかけに白河を
全国にも PR したいと考えています。

白河市・萩市交流の軌跡

　白河踊りが山口県内の各地で踊られていることを
知っていますか？白河の地で激戦を繰り広げた長州
藩に、なぜ白河踊りが伝わったのでしょうか。

▲12月１日、鈴木市長が藤
ふじ

道
みち

健
けん

二
じ

萩市長を表敬訪問し、
　７月に開催される合同慰霊祭への参加や次世代の交
　流などを提案しました。

長
ちょう

寿
じゅ

院
いん

（本町北裏）
の戦死墓などを巡り、
盆踊り大会で両市民
が交流を深めました。

白河踊りの伝来
　戊辰戦争時、白河の領民が戦死者を弔い、盆踊り
で死者の霊を慰めていたところに、長州から参戦し
た諸隊兵士も盆踊りの輪に入って、戦友の霊を慰め
たと伝えられています。戦いの後、ふるさと萩に戻
った諸隊兵士にとって、白河踊りを踊ることが戦友
への慰霊であったことから、そのような思いが各地
に広まったのではないかと考えられています。

萩市との交流
　白河市と萩市は、白河踊りを通して、これまで様々
な交流を重ねてきました。戊辰戦争 140 年を迎え
た平成 20 年には、市長と市民団体の方々が萩市に
招かれ、一緒に白河踊りを踊りました。
　また、平成 26 年には、萩市長をはじめ 40 名の
萩市民が白河市を訪れて、市内の慰霊碑などを巡り、
しらかわ盆踊り大会にも参加しました。

子ども心のふるさと交流事業
　今回の記念事業では、次世代を担う両市の小・中
学生たちが、歴史を学び、見つめ直すための交流事
業を予定しています。

平成26年実施
萩市民号の様子



▲講師を務めた小林京子氏

　
男
女
が
と
も
に
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ

る
社
会
を
目
指
し
、
女
性
の
活
躍
を
推
進

す
る
た
め
、『
白
河
市
男
女
共
同
参
画
講
演

会
』
が
12
月
２
日
、
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
女
性
就
業
支
援
全
国
展
開
事

業
講
師
の
㈲
ヒ
ュ
ー
リ
ス
代
表
取
締
役
小こ

林ば
や
し

京き
ょ
う

子こ

氏
が
「
働
く
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ

ー
ジ
」
と
題
し
、
講
演
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
こ
れ
ま
で
の
仕
事
や
出
来

事
を
振
り
返
る
人
生
曲
線
を
活
用
し
た
自

己
分
析
に
よ
っ
て
、
自
分
の
強
み
や
自
分

が
必
要
と
し
て
い
る
も
の
を
見
つ
け
出
す

方
法
を
学
び
ま
し
た
。

▲買物を楽しむ来場者

　
12
月
２
日
、
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
（
本

町
）
で
『
し
ら
か
わ
女
子
プ
チ
起
業
マ
ル

シ
ェ
』
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
産

業
サ
ポ
ー
ト
白
河
の
起
業
・
創
業
支
援
事

業
「
女
性
の
た
め
の
プ
チ
起
業
セ
ミ
ナ
ー
」

を
受
講
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ィ
ア
や
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
資
金
計
画
な
ど
を
学
ん

だ
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
開
催
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
会
場
に
は
、
手
作
り
の
パ
ン
・
お
菓
子
、

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
雑
貨
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、

ネ
イ
ル
ア
ー
ト
な
ど
の
34
店
舗
が
立
ち
並

び
、
買
物
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
楽
し
む

多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

▲学芸員の解説を熱心に聞き入る受講者

　
12
月
２
日
、
市
役
所
で
『
れ
き
し
ら
解

説
講
座
』
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

本
市
の
歴
史
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
郷

土
愛
を
育
む
た
め
、
初
め
て
開
催
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
市
の
学
芸
員
が
講
師
を
務
め
、
白
河
歴

史
の
手
引
き
「
れ
き
し
ら
」
入
門
編
を
テ

キ
ス
ト
に
「
小
峰
城
と
城
下
町
の
歴
史
」

に
つ
い
て
解
説
し
、
市
内
外
か
ら
集
ま
っ

た
約
１
０
０
人
の
受
講
者
は
、
メ
モ
を
取

り
な
が
ら
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
２
月
17
日
㈯
に
は
、「
れ
き
し
ら
」
を
活

用
し
た
ご
当
地
検
定
「
第
２
回
し
ら
か
わ

検
定
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
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TopicｓTopicｓ

れ
き
し
ら
解
説
講
座

城
下
町
白
河
の
歴
史
を
学
ぶ

し
ら
か
わ
女
子
プ
チ
起
業
マ
ル
シ
ェ

多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
う

男
女
共
同
参
画
講
演
会

〝
ワ
タ
シ
の
パ
ワ
ー
〟
を
発
見

▲41基のペットボトルツリーで彩られた駅前イベント広場

　
12
月
１
日
、
白
河
駅
前
イ
ベ
ン
ト
広
場

で
『
白
河
駅
前
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯

式
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
街
路
樹
や
光
の

ト
ン
ネ
ル
に
飾
ら
れ
た
約
６
万
球
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
電
球
や
、
市
内
の
小
・
中
学
校
、
企
業

な
ど
34
団
体
に
よ
っ
て
様
々
に
彩
ら
れ
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ツ
リ
ー
に
明
か
り
が
灯
さ

れ
る
と
、
会
場
は
美
し
く
幻
想
的
な
光
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
内
に
は
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト

が
設
け
ら
れ
、
１
月
31
日
㈬
ま
で
の
点
灯

期
間
中
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
点
灯

時
間
は
午
後
５
時
か
ら
午
前
０
時
で
す
。

▲整備された沢沿いの登山道を歩く参加者

　
11
月
23
日
、
う
つ
く
し
ま
百
名
山
に
数

え
ら
れ
る
天
狗
山
（
標
高
６
２
６
ｍ
）
で

『
日
本
一
遅
い
山
開
き
』
が
行
わ
れ
、
県

内
外
か
ら
約
３
０
０
人
の
登
山
愛
好
家
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
里
山
に
足
を
運
び
、
慣
れ
親
し
ん
で
も

ら
お
う
と
「
お
も
て
ご
う
里
山
ク
ラ
ブ
」

が
始
め
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
今
年
で
10

周
年
を
迎
え
、
こ
れ
を
記
念
し
、
参
加
者

に
は
天
狗
の
顔
が
モ
チ
ー
フ
の
特
製
ピ
ン

バ
ッ
ジ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
下
山
後
に
は
豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ
た
ほ

か
、
地
元
の
特
産
品
が
当
た
る
お
た
の
し

み
抽
選
会
も
開
か
れ
ま
し
た
。

▲台南市呉秘書長（前列右）と鈴木市長（同左）

　
11
月
22
日
か
ら
24
日
の
３
日
間
、
観
光

誘
客
や
都
市
交
流
促
進
の
た
め
、
鈴
木
市

長
が
台
湾
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
初
日
は
台
北
市
の
旅
行
会
社
を
訪
れ
、

本
市
の
ゴ
ル
フ
場
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
、
現
地

の
担
当
者
は
四
季
を
感
じ
ら
れ
る
自
然
豊

か
な
コ
ー
ス
に
関
心
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

最
終
日
は
「
白ベ
イ
河ホ
ー
区
」
と
い
う
地
名
が
あ

る
台
南
市
を
表
敬
訪
問
し
、
呉ウ
ー
欣シ
ン
修シ
ュ
ウ

秘
書

長
と
の
懇
談
で
は
、
両
市
の
交
流
を
進
め

る
こ
と
で
意
見
が
一
致
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
中
学
生
国
際
交
流
事
業
と
し

て
３
月
に
台
南
市
へ
生
徒
を
派
遣
し
、
現

地
中
学
生
と
の
交
流
を
行
う
予
定
で
す
。
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市
長
が
台
湾
訪
問

観
光
誘
客
・
交
流
促
進
を
目
指
す

日
本
一
遅
い
　天て

ん

狗ぐ

山や
ま

山
開
き

晩
秋
の
里
山
散
策
を
楽
し
む

白
河
駅
前
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
開
催
中



《どんど焼き》

２/11㈷
午前９時～
午後７時30分

　皆さんの善意は、「世界寺子屋運動」や「世界遺産活動」、「白河の歴史的
遺産・文化財保護」などに使用させていただきます。
《世界寺子屋運動》
　世界には、学校に行けない子どもや、読み書きができない人が数多くい
ます。この運動を通じて、そうした人たちに、読み書きや計算を学ぶ機会
を提供します。
《世界遺産活動》
　途上国などでは、世界遺産を守り、次の世代へ引き継いでいくための技
術や資金、人材が不足しています。この活動により、そのような国々に対
して資金の提供や修復技術を教えると同時に、その遺産が教えてくれる歴
史や文化の大切さを次の世代である子どもたちに伝えています。

◦日　時　２月11日㈷
　　　　　午前10時～午後３時
◦会　場　中央公民館入り口付近
　　　　　（天神町）
問白河ユネスコ協会事務局（本庁舎
　教育総務課内）　内2383

◦出店時間　午前９時～午後７時30分
◦交通規制　午前６時～午後９時30分
◦臨時駐車場　中央中・県白河合同庁舎・白河厚生総合病院・
　　　　　　ＪＲＡウィンズ新白河ほか
◦シャトルバス　ＪＲ白河駅～白河病院前バス停

《会場案内図》

白河ユネスコ協会

◦会場・時間
　①天神神社（中央公民館
　　北側）
　　午前８時～午後４時
　②本町地内（東邦・大東
　　銀行白河支店南側）
　　午前８時～午後３時

白河ユネスコ協会
街頭募金にご協力を
お願いします

問白河まつり振興会☎�1147◦会　場　天神町・中町・本町

楽しみだワン！

※当日は、市循環バス・福島交通のバス路線が変更になりま
　す。また、渋滞によりバス発着が遅れる場合があります。
　詳しくは、ＪＲバス関東白河支店（☎�0489）・福島交通
　白河営業所（☎�3151）にお問い合わせください。
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《受賞記念講演会～天才仏師・運慶を語る～》
　第23回中山義秀文学賞の贈
呈式と、受賞作「荒

あ ら

仏
ぶ っ

師
し

運
う ん

慶
け い

」
の著者、梓

あ ず

澤
さ わ

要
かなめ

さんの受賞記
念講演会を開催します。ぜひ
ご来場ください。
◦日　時　２月４日㈰
　　　　　午後１時30分から
◦会　場　新白信ビルイベント
　　　　　ホール（立石）
◦内　容　▷贈呈式
　　　　　▷記念講演会
　　　　　▷サイン会
◦入場料　無料

《熱血！！賢い消費者になるために
　～私がリポーター人生から学んだこと～》
　テレビでおなじみのリポーター阿

あ

部
べ

祐
ゆ う

二
じ

さん
と、消費生活アドバイザーの
資格を持つ須

す

賀
が

宣
の ぶ

之
ゆ き

アナウン
サー（福島中央テレビ）によ
る楽しいトークショーです。
◦日　時　２月４日㈰
　　　　　午後２時30分から
　　　　　（午後２時開場）
◦会　場　コミネス大ホール
※入場は無料ですが、整理券が必要です。
　１月９日㈫から消費生活センター（市役所地
　下）、各庁舎で配付します。「福島中央テレビ」
　のホームページからも申し込み可能です。

《震災からの学び
　－東日本大震災における文化財石垣復旧の中間報告－》
　石垣整備に携わる全国の行政担当者・技術者な
どが一堂に会し、各地の事例や文化財石垣の適切
な保存活用のあり方などについて理解を深めるた
め、研究報告会を行います。一般の方も参加でき
ますので、せびご来場ください。

◦日にち　１月18日㈭～ 20日㈯
　　　　　※18日㈭・19日㈮は一般参加可
　　　　　　（入場無料・事前申込不要）
◦会　場　コミネス小ホール（会津町）
◦内　容
【18日㈭／午後１時30分～５時】
　▷基調講演　「災害と向き合う石垣修理
　　　　　　　－東日本大震災からの学び－」
　　　　　　講師　東北芸術工科大学教授　
　　　　　　　　　北

き た

野
の

　博
ひ ろ

司
し

氏
　▷報告１　「史跡小峰城跡の災害復旧」
【19日㈮／午前９時～午後４時30分】
　▷報告２・３　「史跡仙台城跡の災害復旧」
　▷報告４　「福島県内城郭の災害復旧
　　　　　　　－史跡二本松城跡を中心に－」
　▷報告５　「特別史跡熊本城跡の災害復旧」
　▷パネルディスカッション
　　「災害と向き合う石垣修理」
　　コーディネーター　奈良大学教授　坂

さ か

井
い

　秀
ひ で

弥
や

氏
　　パネリスト　関西大学名誉教授　西

に し

形
が た

　達
た つ

明
あ き

氏
　　　　　　　　ほか
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第15回全国城跡等石垣整備
調査研究会　白河大会

問文化財課☎�2310

イベント
Ｅｖｅｎｔ

イベント
Ｅｖｅｎｔ

イベント
Ｅｖｅｎｔ消費者教育講演会

問本庁舎生活防災課　内2163

第23回中山義秀文学賞
贈呈式・受賞記念講演会

問中山義秀顕彰会（中山義秀記念文学館内）☎�3614
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お知らせ
Ｎｅｗｓ

平成30年度
福島県文化振興財団助成事業

問本庁舎文化振興課　内2388

　（公財）福島県文化振興財団では、県民の文化
活動支援を目的として、平成30年４月１日から平
成31年３月31日までに行う文化振興事業を対象
に、助成の申請を受け付けています。

　ハローワーク白河では、就職に向け必要な技能
・知識を習得することができるハロートレーニン
グ（職業訓練）を案内しています。
　常に最新の職業訓練情報をそろえ、皆さんから
の相談をお待ちしています。ぜひこの機会に、新
しい技能を身につけ、希望職種就職への足がかり
としてください。

※ハロートレーニングとは、公的職業
　訓練の新しい愛称です。

■対象事業
①広く県民に公開する文化活動の成果発表事業
　美術展、音楽会、演劇・演舞の公演、自作映画会、
　文芸誌・郷土史の出版など
②県の代表や公的機関からの招へいによる発表会
　などへの参加事業
③文化財の保護・保存のための事業
④文化振興による地域活性化に関する事業
⑤伝統文化の保存・継承・発展を目的としたソフ
　ト事業
⑥被災者文化活動支援事業

■様々なトレーニングメニューがあります
　パソコン、デザイン、介護、製造（工作機械、
住宅リフォーム、電気工事）、建設機械運転科など、
様々な訓練を積むことができます（訓練は月～金
曜日に開催され、期間は3～６か月程度です）。

■訓練受講は無料。給付金の制度もあります
　訓練の受講は無料です。失業給付を受給できる
方は、受給しながら訓練を受けることができます。
また、条件によって通所手当（交通費）なども受
給できます。
　失業給付を受給できない方は、要件を満たせば
月10万円の受講給付金、通所手当などを受給する
ことができます。その他、一人親世帯の方や、障
がいのある方向けの給付金制度もあります。

■技能を身につけ就職活動を
　基本的な技能を身につけることで、応募できる
求人の幅が広がります。求人票の条件が実務経験
必須でも、実務経験の無い方が、訓練で学んだこ
とを伝え、応募を受付してもらい採用になった例
もあります。また、採用後も、事業所から「訓練
を受講した方は基礎がしっかりしているので覚え
が早い」などの評価をいただいています。

■対象者
　県内に住所または活動の本拠を有する文化団体
など
■受付期限
　平成30年２月28日㈬

※詳しい助成内容については、県文
　化振興財団ホームページをご覧く
　ださい。
※年に前・後期の２回あった募集・
　申請が、平成30年度より１回のみ
　になりますので、ご注意ください。

▶昨年、成果発
　表事業として、
　助成を受け行
　われた音楽会
　『第４回福島
　県南混声合唱
　祭2017』

お知らせ
Ｎｅｗｓ

ハロートレーニングで
希望職種に就職しよう

問ハローワーク白河　☎�1256
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文化活動をしてい
る方は要チェック
だワン！

お知らせ
Ｎｅｗｓ

子育て世代
賃貸住宅家賃補助制度

お知らせ
Ｎｅｗｓ

雪の季節になりました
除雪作業にご協力ください

　市では、冬の期間も市民の皆さんが安心して生
活できるように、市道の除排雪を行っています。
　除雪作業には、市民の皆さんの協力が欠かせま
せん。除雪作業をスムーズに進めるためにご協力
をお願いします。

　子育て世代の定住による中心市街地の活性化を
目指して、対象区域内に新たにお住まいになる子
育て世代の方を対象に、家賃の一部を補助します。

■対象となる方（主な条件）
　他の市町村から転入し、１年以内に対象区域内
の民間賃貸住宅に入居された方で、次のいずれか
の条件を満たす方
①満18歳未満の子どもと同居する世帯で、当該子
　どもを扶養する父または母のいずれかが世帯主
　である世帯
②同居する夫婦のいずれかが満40歳以下で、当該
　夫婦のいずれかが世帯主である世帯
■補助内容
◦補助額　家賃（共益費、駐車場使用料などを除
　　　　　く）から、勤務先で支給される住宅手
　　　　　当を差し引いた額の４分の１
◦補助上限　▷集合住宅　月額13,000円
　　　　　▷一戸建て住宅　月額17,000円
◦対象期間　３年間（36か月）

■対象となる区域・住宅
　第２期白河市中心市街地活性化基本計画で定め
る区域内の民間賃貸住宅
※市営住宅や社宅、寮などは対象になりません。

■道路の除雪
1路上駐車は絶対にやめましょう
　路上駐車は、除雪作業の効率が悪くなり、渋滞
の原因になるなど、多くの人の迷惑になります。

3道路へ雪を出さないようにしましょう
　道路へ雪を押し出すと、車が乗り上げハンドル
を取られるなど、交通事故の原因になり危険です。

2除雪中の作業車には絶対に近づかないでください
　除雪作業後の路面は大変滑りやすく危険です。
また、追い越しをする場合には、除雪車が完全に
停止してから追い越してください。

4家の入り口や玄関先に残った雪は、ご家庭で除
　雪をお願いします
　除雪車が通った後は、どうしても玄関先に雪が
残ってしまうことがあります。残った雪の除雪に
ご協力をお願いします。

問本庁舎道路河川課　内2275
■歩道の除雪
　地域内の生活道路や歩道の除雪は、町内会、消
防団、商店会など、各地区での除雪作業にご協力
をお願いします。

問本庁舎生活防災課　内2166
■通学路の除雪
　通学路の除雪は、各学校ごとに作成する「除雪
マニュアル」に基づき実施します。
　PTAや町内会のご協力をお願いします。

問本庁舎学校教育課　内2360

問本庁舎まちづくり推進課　内2743

◀対象区域
　（太枠で囲ま
　れたエリア）

※制度の詳細や指定の書類
　は、市ホームページで確
　認できます。詳しくはお
　問い合わせください。

※市では除雪の疑問にお答え
　する冊子を作成しています。
　詳しくは市ホーム
　ページをご覧くだ
　さい。
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子育て中の方
や新婚さんは
要チェックだ
ワン！

ぼくも協力
するワン！
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⃝

映
画
上
映
案
内

　
市
立
図
書
館
り
ぶ
ら
ん
多
目
的
ホ
ー
ル

で
上
映
さ
れ
る
映
画
で
、
入
場
無
料
で
す
。

《
大
人
向
け
》

▽
内
容
　
「
初は

つ

蕾つ
ぼ
み

」

▽
日
時
　
１
月
17
日
㈬
／
午
後
６
時
～
７

時
50
分

▽
内
容
　
「
お
嬢
さ
ん
乾
杯
！
」

▽
日
時
　
２
月
３
日
㈯
／
午
後
１
時
30
分

～
３
時

《
子
ど
も
向
け
》

▽
内
容
　
「
四
季
の
民
話
　
ま
ん
ま
ん
昔

の
花
咲
い
た
　
春
の
巻
」

▽
日
時
　
１
月
６
日
㈯
／
午
前
11
時
～
11

時
50
分

⃝

子
ど
も
向
け
催
し
案
内

　
お
は
な
し
の
小
屋
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

《
ち
び
っ
こ
お
は
な
し
の
く
に
》

▽
日
時
　
１
月
18
日
㈭
、
２
月
１
日
㈭
／

午
前
11
時
～
11
時
30
分

▽
対
象
　
０
歳
～
３
歳
程
度

《
お
は
な
し
会
》

▽
日
時
　
１
月
27
日
㈯
、
２
月
10
日
㈯
／

午
前
11
時
～
11
時
30
分

▽
対
象
　
３
歳
～
小
学
生
程
度

⃝

本
の
展
示

　
毎
月
、
季
節
に
合
わ
せ
た
本
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
大
人
向
け
》

▽
テ
ー
マ
　
「
天
体
観
測
‐
空
を
見
上
げ

よ
う
‐
」

　
２
０
１
８
年
は
、
１
月
31
日
㈬
と
７
月

28
日
㈯
に
、
日
本
全
国
で
皆
既
月
食
を
観

測
で
き
ま
す
。

　
空
気
の
澄
ん
で
い
る
冬
こ
そ
が
、
天
体

観
測
に
最
適
の
季
節
で
す
。
宇
宙
や
天
体

観
測
の
本
を
読
ん
で
、
夜
空
を
見
上
げ
て

み
ま
せ
ん
か
。

《
子
ど
も
向
け
》

▽
テ
ー
マ
　
「
冬
を
あ
た
た
か
く
す
ご
そ

う
」　
※
12
月
と
１
月
は
、
同
じ
テ
ー
マ

で
す
。

　
雪
だ
る
ま
や
、
そ
り
す
べ
り
、
温
か
い

食
べ
も
の
や
手
芸
な
ど
、
さ
む
～
い
こ
の

時
期
だ
け
の
楽
し
み
を
集
め
ま
し
た
。
読

書
で
心
を
ほ
っ
こ
り
さ
せ
て
冬
を
元
気
に

過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

⃝

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

《
絵
画
資
料
貸
出
開
始
》

　
１
月
か
ら
新
た
に
、
複
製
絵
画
の
貸
出

を
開
始
し
ま
す
。
世
界
の
名
画
や
静
物
画

な
ど
を
、
ご
自
宅
に
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
貸
出
期
間
　
４
週
間
（
28
日
間
）

▽
貸
出
点
数
　
ひ
と
り
１
点
ま
で

※
貸
出
に
合
わ
せ
、
１
月
か
ら
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
で
絵
画
の
展
示
を
行
う
予
定
で
す
。

　
詳
し
く
は
サ
ー
ビ
ス
デ
ス
ク
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
図
書
館
講
座「
野
菜
づ
く
り
教
室
」開
催
》

　
出
版
社
の
農
文
教
か
ら
講
師
を
招
き
、

野
菜
づ
く
り
の
コ
ツ
と
裏
技
の
D
V
D
を

上
映
し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
や

ヒ
ン
ト
な
ど
が
聞
け
る
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
当
日
参
加
も
可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
２
月
３
日
㈯
／
午
前
10
時
30
分

～
正
午

▽
会
場
　
り
ぶ
ら
ん
地
域
交
流
会
議
室

▽
定
員
　
50
人
　
※
入
場
無
料

【りぶらん】☎�3250
▷開館時間　
　平日／10：00～20：00　
　土・日・祝日／９：30～18：00
▷休館日　
　月曜日・第１水曜日（祝日の
　場合は開館し、翌日に休館）
【表郷図書館】☎�4784
▷開館時間　
　10：00～18：00
▷休館日　
　祝日、火曜日・第１水曜日（祝
　日の場合は翌日も休館）
《おはなし、よんで！》
　毎週水・土曜日／随時　　
　※０歳～小学生対象
【大信図書館】☎�3614
▷開館時間　
　10：00～18：00
▷休館日　
　月曜日・第１水曜日（祝日の
　場合は開館し、翌日休館）、
　祝日の翌日（祝日が金曜日
　のときは木曜日）
《絵で見るお話の会》
　１月から３月までは、お休
　みです。
【東図書館】☎�1130　
▷開館時間　
　10：00～18：00
▷休館日　
　祝日、火曜日（祝日の場合
　は翌日も休館）、毎月月末（火
　曜日の場合は翌日も休み）

りぶらん
市立図書館
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～新刊の一部を紹介～

日本神話はいかに描かれてきた
か　近代国家が求めたイメージ

及川 智早

　古事記や日本書記などの図像
化は、明治維新後に多く見られ
ます。明治維新後のイメージで
描かれた図像について考察した
一冊です。

⃝一般図書

⃝児童図書

図解 ヤバすぎるほど面白い 
物理の話

小谷 太郎

　家電・技術・スポーツ・宇宙
・SFの５分野から「地球を一周
する特大ホームランは打てるの
か？」など、ちょっと面白い疑
問を物理学の視点から解説して
います。

エデンの東北　11・12巻

深谷 かほる

　石川町出身の著者が、子ども
の頃の暮らしをモデルに描いた
マンガの新刊です。

にににん にんじん

いわさ ゆうこ

　すっぽんすっぽんすっぽんな。
にんじんを土からほりだしてみた
ら、色んな色や形があったよ。
　野菜をより身近に感じることが
できる絵本です。

教科で学ぶ パンダ学

稲葉 茂勝

　昨年話題になったパンダ。こ
の本では、時事や生態など、様々
な視点からパンダについて学ぶ
ことができます。かわいいパン
ダの写真もたくさん載っていま
す。

ミシェル・ルグランとヌーヴェル・ヴァーグミシェル・ルグランとヌーヴェル・ヴァーグ
‐映画に新しい波を生んだ、映像と音楽の豊かな関係‐ 映画

▷日にち　１月19日㈮・20日㈯
▷料　金　１回上映500円、１日パス券1,000円
▷上映作品　『女は女である』、『５時から７時までのク
　　　　　レオ』、『天使の入江』、『ロシュフォールの恋
　　　　　人たち』
※１日パス券は、当日の上映・解説・演奏会をすべて
　鑑賞できます。各上映時間は、チラシやコミネスホ
　ームページでご確認ください。

　60年代フランス映画の創
造的な時代「ヌーヴェル・
ヴァーグ（新しい波）」から、
音楽ミシェル・ルグランの作
品を特集する２日間です。
　映画上映後には映画解説が
行われるほか、映画音楽の生
演奏も行われます。
　『ラ・ラ・ランド』にも多大
な影響を与えた幸福感あふれ
るミュージカル映画『ロシュ
フォールの恋人たち』など、珠
玉の作品に浸ってみませんか。

　日本を代表する和太鼓エン
ターテイメント集団『DRUM 
TAO』が、白河にやってきま
す。ぜひご来場ください。
▷時　間　開場 午後５時45分
　　　　　開演 午後６時30分
▷会　場　コミネス大ホール
▷入場料　Ｓ席5,500円
　　　　　Ａ席4,500円
　　　　　Ｂ席4,000円
※未就学児入場不可
▷発売日　好評発売中

©Agnès Ｖarda

２
[ 金 ]
/ ９

白河特別公演
D

ド ラ ム

RUM T
タ オ

AO SPECIAL LIVE 2018

※コミネス友の会会員は表記価格より各席500円引きです。
　また、障がい者割引が有ります。詳しくはお問い合わせく
　ださい。

⃝チケット販売・問い合わせ先　コミネス☎�5300
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問本庁舎学校教育課　内2365

▲市教育委員会の講演会

「知性と感性を伸ばすコオーディネ
ーショントレーニング」

（
生
没
年
不
詳
）

　
小
林
家
は
、初
代
小こ

林ば
や
し

新し

ん

え

右
衛

門も
ん

の
時
、
藩
主
丹に

羽わ

長な
が

重し
げ

に
瓦
師

と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
、
代
々
小

峰
城
に
用
い
る
瓦
を
製
作
し
て
き

た
と
さ
れ
る
瓦
職
人
の
家
系
で
す
。

覚
左
衛
門
は
８
代
目
に
あ
た
り
、

藩
主
松ま

つ

平だ
い
ら

定さ
だ

信の
ぶ

の
時
代
に
活
躍

し
た
人
物
で
す
。

《
作
陶
技
術
を
学
ぶ
》

　
覚
左
衛
門
の
生
没
年
は
不
詳
で

す
が
、
寛か

ん

政せ
い

元
年
（
１
７
８
９
）

に
瓦
方
見
習
と
し
て
勤
め
始
め
、

２
年
後
に
瓦
師
と
な
り
ま
す
。
定

信
は
、
藩
の
産
業
振
興
の
一
環
と

し
て
、
藩は

ん

窯よ
う

に
よ
る
陶
器
製
作
を

企
図
し
ま
し
た
。
覚
左
衛
門
は
寛か

ん

政せ
い

６
年
よ
り
陶
器
修
行
を
命
じ
ら

れ
、
各
地
を
巡
り
な
が
ら
瀬せ

戸と

焼
、

楽ら
く

焼
、
信し

が

楽ら
き

焼
、
京き

ょ
う

焼
な
ど
著
名

な
焼
き
物
の
技
法
を
学
び
ま
し
た
。

こ
う
し
て
覚
左
衛
門
は
、
瓦
作
成

の
傍
ら
陶
器
職
人
と
し
て
も
力
を

発
揮
し
て
い
き
ま
す
。

《
幻
の
「
白
河
焼
」
》

　
覚
左
衛
門
の
創
始
し
た
「
白
河

焼
」
は
、
現
在
そ
の
技
術
は
途
絶

え
て
お
り
、
文
字
通
り
幻
の
焼
き

物
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

数
少
な
い
現
存
作
品
を
見
る
と
、

そ
の
質
の
高
さ
が
窺

う
か
が
ええ
ま
す
。

　
「
楽ら

く

字じ

香こ
う

合ご
う

」
は
、
も
と
は
定

信
が
京
都
の
名
工
で
あ
っ
た
青あ

お

木き

木も
く

米べ
い

に
作
ら
せ
た
も
の
で
す
。
定

信
は
、
木
米
の
作
品
は
十
分
な
出

来
で
な
い
と
し
て
、
覚
左
衛
門
に

写
し
（
模
作
）
の
製
作
を
命
じ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、「
木
米
の
も
の
よ

り
今
少
し
青
く
せ
よ
」「
呉ご

須す

（
染

付
に
用
い
る
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の

釉ゆ
う

薬や
く

）
の
つ
や
が
悪
い
た
め
、
も

う
少
し
南
京
焼
（
中
国
製
の
染
付
）

に
似
せ
よ
」
な
ど
、
作
品
の
詳
細

な
仕
様
に
つ
い
て
も
指
示
し
て
お

り
、
文
化
人
と
し
て
の
定
信
の
こ

だ
わ
り
が
垣
間
見
え
ま
す
。

　
白
河
焼
は
、
藩
内
の
日
用
品
の

ほ
か
、
将
軍
へ
の
献
上
品
に
も
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

覚
左
衛
門
の
技
術
が
藩
の
産
業
に

寄
与
し
た
と
い
え
ま
す
。

小林覚左衛門像（個人
蔵・白河市歴史民俗資
料館寄託）
明治 12年(1879)に 製
作された陶製の像です。

　脳科学などに基づき学習能力を高める徳島大学
荒
あら

木
き

秀
ひで

夫
お

教授の理論による運動で、NHKの「ガ
ッテン！」や「サキどり↑」をはじめ、「ワール
ドビジネスサテライト」や新聞の全国紙でもたび
たび取り上げられている、今注目の運動です！
　東京都では、全ての公立幼稚園、小・中学校、
高校、特別支援学校の約2,400校で導入され、体
力向上を図っています。また、福岡県嘉

か

麻
ま

市では、
乳児から高齢者まで生活能力の向上や優れた人材
の育成を目的として導入し、市の活性化を目指し
ています。

楽字香合（桑名市博物館蔵）
「楽」の字をかたどった香合（香など
を入れるフタ付の容器）で、上１点が
青木木米の作品、下４点が覚左衛門に
よる写しです。

▲指導を行う荒木教授

Vol.１
新連載

　市では、この理論に基づいて、子どもたちの体
力・運動能力の向上だけではなく、知性の発達、
情緒の安定や創造性豊かな人間形成を目指し取り
組んでいます。この先進的な取り組みにより、子

《話題のコオーディネーショントレーニング》

《白河市での取り組み》

どもたちが本来持っている能力を引き出し、知性
と感性を育て伸ばすことで、誰もが希望に満ちた
健康な人生を送る資質や能力を育成することがで
きる学校づくりを目指します。
　そして、このプロジェクトを学校だけではなく
市全体へ広げて、健康な地域づくりにつなげるた
め、活動内容を紹介していきます。

★次回「子どもに対する効果」をご紹介します。
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Facilities information

施 設 情 報

歴史民俗資料館（中田7-1 ／☎�2310）
【利用案内】
◦開館時間　午前９時〜午後４時
◦休館日　毎週月曜日
　　　　　※年末年始（12月28日㈭〜１月４日
　　　　　　㈭）は休館します。
　　　　　※１月８日㈷は開館し、翌９日㈫は休
　　　　　　館します。
◦入館料　無料
【催し案内】
◇平常展示「白河の歴史と文化」

白河集古苑（郭内1-73 ／☎�5050）
【利用案内】
◦開館時間　午前９時〜午後４時
◦休館日　毎週月曜日
　　　　　※年末年始（12月28日㈭〜１月４日
　　　　　　㈭）は休館します。
　　　　　※１月８日㈷は開館し、翌９日㈫は休
　　　　　　館します。
　　　　　※１月15日㈪〜17日㈬は、展示替え 
　　　　　　のため休館します。
◦入館料　大人320円（250円）
　　　　　小中高生100円（80円）
　　　　　※（　）は20人以上の団体料金
　　　　　※毎週土曜日は小中高生入館無料
【催し案内】
◦会　期　１月14日㈰まで
◇企画展
　「美術でつくる動植物園」
※会期中、市指定文化財「絹

け ん

本
ぽ ん

　著
ちゃく

色
しょく

仏
ぶ つ

涅
ね

槃
は ん

図
ず

」（谷
た に

文
ぶ ん

晁
ちょう

筆)を
　公開します。

マイタウン白河（本町２／☎�7595）
◦休業期間　12月28日㈭〜１月４日㈭
【催し案内】
◇刑務所作業製品展示即売会
◦日　時　１月17日㈬〜19日㈮／午前10時〜午
　　　　　後３時　※19日のみ午後２時まで

【おわびと訂正】
　広報しらかわ12月号18ページ「施設情報」で
団体名に誤りがありましたので、おわびして訂正
します。
（正）写友「景」　（誤）写友「京」

ひじりん館（大信増見字北田76-1 ／☎㊻3500）
【催し案内】
◇団子さしの展示
◦日　時　１月11日㈭〜19日㈮／午前９時〜午
　　　　　後６時
◇節分大売出し
◦日　時　２月３日㈯・４日㈰／
　　　　　午前９時〜午後６時

奥州白河城下全図
(白河市歴史民俗資料館蔵)

中山義秀記念文学館（大信町屋字沢田25 ／☎�3614）
【利用案内】
◦開館時間　午前10時〜午後６時　
　　　　　※土・日・祝日は午後５時まで
◦休館日　毎週月曜日、祝日の翌日
　　　　　※金曜日が祝日の場合はその前日
　　　　　※年末年始（12月29日㈮〜１月３日
　　　　　　㈬）は休館します。
◦入館料　大人200円／小中学生100円
【催し案内】
◦会　期　２月12日㈪まで
◇テーマ展「義秀小説原稿にみる書風変せん」

◇阿部家名品館
　「伝来の遺宝と武家の装い」
　特集展示　
　「江戸時代の小峰城」
※会期中、市指定文化
　財「奥州白河城下全
　図」を公開します。

◦会　期　１月18日㈭から
◇結城家古文書館
　「重要文化財　白河結城家文書と中世の美術」
　ミニテーマ展
　「江戸時代の結城家ー結城家のその後ー」

谷文晁筆 仏涅槃図
(大

だい

統
とう

寺
じ

蔵、白河市歴史民俗資料館寄託)
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Child rearing information

子育て情報
妊娠・出産、中学生までの

■１日のリズムは
　「早寝」「早起き」「朝ごはん」から
　お子さんが「日中、ボーッとしている」「夜、ぐ
ずぐずして寝付かない」などということはありま
せんか？
　この原因は、生活リズムが関係しているかもし
れません。規則正しい生活習慣は、子どもの脳や
体の成長に欠かせないものです。早寝・早起き・
朝ごはんの生活習慣を身につけ、健やかな成長を
育みましょう。

ｉｐｈｏｎｅ Ａｎｄｒｏｉｄ

ダウンロードはこちら

■二種混合（ジフテリア・破傷風）予防接種
　二種混合予防接種は、乳幼児期の三種混合（ジ
フテリア・百日せき・破傷風）予防接種で得られ
た免疫が低下する時期の小学６年生を対象に、免
疫を高めるため実施しています。
　まだ接種されていない方は、指定医療機関に予
約のうえ接種してください。
◦対象者　小学６年生（11歳以上13歳未満）
　　　　　※昨年４月に予診票を配布しています
◦費　用　無料
◦持参品　母子健康手帳、予診票
◦実施場所　指定医療機関（市ホームペ
　　　　　ージでご確認いただくか、
　　　　　お問い合わせください）
問健康増進課（中央保健センター）☎�2112

　朝ごはんは、一日の活動を支える大切なエネル
ギー源です。きちんととることで、朝から脳や体
の働きが活発になり、ほどよい疲れが得られ、早
寝につながります。また、便秘や肥満予防にも有
効です。

①早寝

②早起き

③朝ごはん

　体や脳を作る成長ホルモンをたっぷり分泌する
ためには、早寝をして十分な睡
眠時間の確保が必要です。
　また、睡眠のリズムを整える
ことで体が目覚めやすい状態と
なり、早起きにつながります。

　人には体内時計があり、朝日を浴びることによ
って正しくセットされます。この体内時計のずれ
が大きくなると、時差ぼけと同
じ状態となり、夜更かしの原因
になります。
　朝ごはんをよくかんで食べる
時間の確保のためにも、早起き
は大切です。 子どもたちが

笑顔でいられ
ますように☆

12月11日
子育てひろば
クリスマス会

子育
て編 おもてごう保育園増設

12月１日／入園式

おひさまひろば
マイタウン白河（本町）

たんぽぽサロン
サンフレッシュ白河（

久田野）
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【健康マイレージ対象】　300ポイント

Health information

保健情報
成人向けの

月のいきいき健康チャレンジ相談会
実施日 開始時間 会　場
７日㈬ ９:45～ 東保健センター
14日㈬ 13:30～ アナビースポーツプラザ
21日㈬ ９:45～ 大信保健センター
23日㈮ ９:45～ 表郷保健センター

２

問健康増進課(中央保健センター)☎�2112

■インフルエンザの季節です
　インフルエンザはインフルエンザウイルスに感
染して起こる病気で、38℃以上の発熱・頭痛・
関節痛・筋肉痛など全身の症状が突然現れます。
あわせて普通の風邪と同じように、のどの痛み・
鼻汁・せきなどの症状もみられます。
　小児・未成年者は、インフルエンザの罹

り

患
か ん

によ
り、急に走り出す、部屋から飛び出そうとする、
ウロウロと歩き回るなどの異常行動を起こすおそ
れがあります。インフルエンザと診断され自宅で
療養する場合、治療開始後の少なくとも２日間は、
小児・未成年者がひとりにならないなどの配慮が
必要です。
　また、高齢の方や免疫力の低下している方は、
肺炎を伴うなど重症になることがあります。イン
フルエンザに感染しないよう、日頃から次の予防
を心がけましょう。
《予防方法》
・こまめな手洗いの実施
・バランスのとれた栄養摂取
・十分な休養
・せきエチケット※の順守
・適度な湿度の保持（40％～60％）
・人ごみへの外出を控える
・予防接種

《あなたのからだは大丈夫？》
　本県は、特定健診におけるメタボリック症

シ ン ド ロ ー ム

候群
（メタボ）該当割合が17.1%（全国14.4%）で、
全国ワースト３位です（2015年度厚生労働省調
査）。メタボとは、内臓脂肪に加え、高血糖・高
血圧・脂質異常などの症状が重なった状態です。
　内臓脂肪がたまると、心臓や脳血管の病気を引
き起こすリスクが高まります。まずは年齢に合わ
せて食べる量を見直し、活動量を増やして、太ら
ない生活を心がけましょう。

■スリムアップ講演会
「わたしのからだ改善プロジェクト」
　～改善のための食事・運動のポイント～

　健康で効果的な減量のための食事・運動につい
て学びます。生活習慣病の予防や、筋力アップで
基礎代謝を上げ、健康なからだをつくりましょう。
◦日にち　▷１回目（講義）　２月７日㈬
　　　　　▷２回目（実技）　３月７日㈬
◦時　間　午後２時～３時30分
◦会　場　市立図書館りぶらん地域交流会議室（道場小路）
◦講　師　うさみ内科院長　宇

う

佐
さ

見
み

　啓
け い

治
じ

氏
◦定　員　60人　※定員になり次第、申込締切
◦申込先　健康増進課☎�2114
【健康マイレージ対象】　300ポイント

《発症してしまったら》
・適切な治療を受け、しっかり休養をとる
・マスクの着用
・発症後の５日間と、熱が下がってからの２日間
　は自宅療養する

※「せきエチケット」とは？
◎せきやくしゃみが出る時は、できるだけマ
　スクをする。
◎とっさのせきやくしゃみの場合、ティッシ
　ュや腕の内側などで口と鼻を覆い、顔を周
　りの人に向けない。
◎手のひらでせきやくしゃみを受
　け止めた時は、すぐに手を洗う。
◎鼻汁・たんなどを含んだティッ
　シュは、すぐゴミ箱に捨てる。

～ＢＭＩ（体格指数）を確認してみましょう～
　▷計算方法
　　ＢＭＩ＝体重（ｋｇ）÷身長(ｍ)÷身長(ｍ)
　▷ＢＭＩ判定
　　25以上　　　→　肥満
　　18.5 ～24.9　→　標準
　　18.5未満　　→　低体重

★最も病気になりにくい
　ＢＭＩは『22』といわ
　れています。

〈腹囲〉
・男性
　85ｃｍ以上
・女性
　90ｃｍ以上
※特定健診では、
　ＢＭＩ25以上もメ
　タボ診断基準と
　なります。

①高血糖
　空腹時血糖値110ｍｇ／ｄｌ以上
②血　圧
　収縮期血圧130ｍｍＨｇ以上かつ・
　または拡張期血圧85ｍｍＨｇ以上
③脂　質
　中性脂肪150ｍｇ／ｄｌ以上かつ・または
　ＨＤＬコレステロール値40ｍｇ／ｄｌ未満

【
メ
タ
ボ
診
断
基
準
】

内臓脂肪型肥満 ２項目以上該当
（１項目の場合はメタボ予備群）

＋



▲報告に訪れた生徒と圓
つむら

谷
や

副市長（中央）▲すべて手作りの映画館
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ラウンジ　～様々な情報をお届け～
話題レポート

▶
豊
地
自
治
会
の
（
左
か
ら
）

　鈴す
ず

石い
し

一か
ず

夫お

さ
ん
、
草く

さ

野の

悦え
つ

子こ

さ
ん

　陳じ
ん

野の

良り
ょ
う

一い
ち

さ
ん
、
平ひ

ら

野の

剛た
け
しさ
ん

食べてみてピヨ！

「ひよっこプリン」完成！あの感動を何度でも！

豊地自治会が宝くじ助成事業を活用
　12月５日、豊地自治会（集会所敷地内）に、（一
財）自治総合センターのコミュニティ（宝くじ）助成
事業を活用し設置が進められていた、資源回収ストッ
クヤードが完成しました。
　草野悦子自治会長は「曜日にかかわらず、資源ごみ
を集積できるのでとても助かる。今まで以上に資源ご
み回収に取り組んでいきたい」と話しました。

　11月24日、白河実業高校の農業科畜産
班の生徒たちが、校内で飼育した鶏の卵
を使ったプリンの完成報告に訪れました。
　「地元食材の良さを伝えたい」という
思いから作られたもので、坂本屋総本店
（東釜子）と、カフェE

エ マ ノ ン

MANON（本町）
の協力により開発されました。

※プリン販売のお問い合わせは、坂本屋
　総本店（☎�2014）まで

　上映時間　①午前10時～午後０時30分
　　　　　②午後２時20分～４時50分
　　　　　③午後６時45分～９時15分
　　　　　※各回30分前より開場
　入場料金　中学生以上／1,000円
　　　　　小学生／500円、未就学児無料
　定休日　木曜日
　場　所　大工町38（マイタウン白河裏）
問ダルライザープランニング（和知）
　☎�5336

第11回「宗
そう

祇
ぎ

白河紀行連句賞」受賞作品資源回収ストックヤードを整備

　
高
校
生
に
よ
る
６
次
化
マ
ル
シ
ェ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　
「
白
河
ひ
よ
っ
こ
プ
リ
ン
」
完
成
報
告

　
ラ
イ
ズ
‐
ダ
ル
ラ
イ
ザ
ー 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
‐

　
　
大
工
町
に
常
設
映
画
館
「
シ
ネ
マ
７ナ

ナ

８ハ
チ

」
が
誕
生
！

山や
ま
　ひ
め姫
の
そ
む
る
み
ど
り
や
夏な

つ

衣ご
ろ
も

　
静し

じ
ま寂

を
破や

ぶ

る
郭か

っ
こ
う公

の
こ
ゑえ

戦
争
を
語
ら
ね
ば
悔
い
残
る
ら
む

山
姫
の
そ
む
る
み
ど
り
や
夏
衣

　
う
し
ろ
姿
の
麦
藁わ

ら

帽
子

仕し

合あ
わ

せ
と
思
っ
て
る
な
ら
嘘う

そ

や
め
て

山
姫
の
そ
む
る
み
ど
り
や
夏
衣

　
青あ

お

田た

に
そ
よ
ぐ
さ
わ
や
か
な
風

散
歩
道
連
れ
た
子
犬
も
走
り
出
し

中
なか

込
ごみ

 とし郎
ろう

さん
（栃木県那須町）

磯
いそ

貝
がい

 美
み な み

海さん
（白二中３年）

▼
一
般
の
部
　大
賞
　

▼
高
校
生
の
部

　優
秀
賞

　

▼
中
学
生
以
下
の
部

　優
秀
賞

　

《合作》
青
あお

木
き

 涼
すず

歩
ほ

さん
馬
ば

場
ば

 毬
まり

乃
の

さん
（茨城県立結城二高）
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より良い介護サービスを目指して！

白河が誇る優れた産品を認証！

▲（左から）中
なか

村
むら

和
かず

子
こ

さん、大
おお

塩
しお

麗
れい

子
こ

さん、有
あり

我
が

典
のり

子
こ

さん

▲（左から）鈴木市長、㈱日光林キノコ園の佐
さ

々
さ

木
き

政
まさ

美
み

　さん、市農産物ブランド戦略委員長の菊
きく
池
ち
俊
しゅん
一
いち
郎
ろう
さん

▲このマークが目印

　「利用者の声なき声を拾いなさい」介護相談
員の初任者研修で学んだことが、私たち相談員
としての活動の原点になっています。
　介護サービス利用者の話を傾聴し、できるだ
け客観的な目線で利用者、事業所、行政との潤
滑油としての役割を心がけています。

　「白河松きのこ」は、椎茸の１品種ですが、
椎茸とは違った食感と香りが特徴です。
　どんな料理にも合い、特に焼きものと天ぷら
がおすすめです。思わずに

・
っ
・
こ
・
り
・
と笑ってしま

うおいしさを、ぜひ味わってみてください。
市内販売場所：り菜あん（弥次郎窪）

介護相談員派遣事業

白河市農産物ブランド認証事業

介護相談員とは

「白河松きのこ」が白河市農産物ブランドに認証
されました！

介護相談員

白河松きのこ

問本庁舎高齢福祉課　内2724

問本庁舎農政課　内2225

VOICE

VOICE

　利用者の悩みや不安に耳を傾け、施設職員と意見交換
を行い、利用者に、より良いサービスを提供できるよう
に活動するのが『介護相談員』です。
　利用者が抱く疑問や要望が、施設などとの「行き違い
や連絡不足によるものか」「介護サービスの改善にかか
わるものなのか」などを見極め整理します。
　この活動は、介護サービスの改善点を探る手がかりと
なり、介護サービスの質の向上にもつながっています。
　市では、家族介護の経験者や、高齢者保健福祉の知識
がある方など、14人に介護相談員を委嘱していて、相
談員は２人１組で市内の41施設を訪問しています。

　白河市農産物ブランド（認証第34号）として㈱日
にっ

光
こ

林
りん

キノコ園の「白河松きのこ」が認証されました。
　このきのこは、人工松

まつ

茸
たけ

開発の中で偶然生まれた新種
の椎

しい

茸
たけ

で、通常の椎茸とは違った風味・食感を楽しむこ
とができます。また、食品の安全性などに配慮して生産
していることが認められ「ふくしま県GAP認証」を第
１号で取得しています。現在は生産量が少なく、限られ
た場所でしか購入できませんが、安定供給に向けて、事
業拡大を目指しています。

　市では、介護サービスを提供する施設や事業所を利用
する市民の皆さんが、不安や不満を抱かず、安心してよ
り良いサービスを受けられるように『介護相談員』を施
設や事業所に派遣しています。

　市では、白河市産の優れた農産物
およびその加工品などを、白河市農
産物ブランドとして認証し、本市の
PRと、農畜産業の振興を目指して
います。



② ③ ④ ⑤①

ラウンジ　～様々な情報をお届け～ラウンジ　～様々な情報をお届け～
輝きの記録

ちょっといいはなし

2017全世界青少年空手道選手権大会出場

地縁による団体功労者総務大臣表彰を受賞

地方自治法施行70周年記念総務大臣表彰を受賞

県知事表彰・総務大臣表彰・県統計協会名誉会長表彰
経済産業省所管統計調査功労統計調査員感謝状を受賞

（11月25日・26日／東京都
　渋谷区）

①阿
あ

部
べ

宇
た か

紘
ひ ろ

さん（白河旭高２ 
　年）／組手・少年16～17
　歳70kg以下

①北
き た

島
じ ま

節
せ つ

子
こ

さん／県知事表彰・
総務大臣表彰 ②増

ま し

子
こ

茂
も

市
い ち

さん／
総務大臣表彰 ③國

く に

井
い

孝
た か

夫
お

さん／
県統計協会名誉会長表彰 ④酒

さ か

井
い

智
と も

子
こ

さん／県統計協会名誉会長表彰
⑤川

か わ

瀬
せ

ムツ子
こ

さん／経済産業省
所管統計調査功労統計調査員感謝状

　12月７日、安
や す

田
だ

好
よ し

伸
の ぶ

さん
（本町）が、総務大臣表彰の
受賞報告に訪れました。
　永年にわたり、本町町内会
長として、地域社会の維持と
形成に尽力されたことが評価
されたものです。

　12月11日、㈱楽市白河代
表取締役の鈴

す ず

木
き

雅
ま さ

文
ふ み

さんと、
同取締役の古

ふ る

川
か わ

直
な お

文
ぶ み

さんが、
総務大臣表彰の受賞報告に訪
れました。
　市行政に積極的に参画され
たことが評価されたもので、
県内の民間団体では唯一の受
賞となりました。

②永
な が

戸
と

葵
あおい

さん（白二中３年）
　／型競技・中学生女子① ②

▲（左から）鈴木雅文さん、古川直文さん
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下
水
道
へ
の
早
期
接
続

矢
吹
原
土
地
改
良
区

専
任
職
員

放
送
大
学
４
月
入
学
生

農
業
用
ハ
ウ
ス
の
雪
害

対
策 案

内

お
願
い

募
集

白
河
市
議
会
中
継
サ
イ
ト

自
動
車
事
故
被
害
者
救

済
制
度

ま
た
、
加
温
の
た
め
ハ
ウ
ス
内
に

家
庭
用
暖
房
器
な
ど
を
持
ち
込
む

場
合
は
、
火
災
や
一
酸
化
炭
素
中

毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

《
被
害
防
止
の
た
め
の
事
前
対
策
》

　
冬
期
間
に
使
用
し
な
い
ハ
ウ
ス

の
ビ
ニ
ー
ル
は
事
前
に
撤
去
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

の
補
強
対
策
と
し
て
、
筋
交
い
直

管
や
中
柱
（
仮
支
柱
）
な
ど
を
設

置
し
ま
し
ょ
う
。

問
本
庁
舎
農
政
課
　
内
２
２
２
５

◦
対
象
者
　
自
動
車
事
故
に
よ
り

保
護
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
り
、
重

い
後
遺
障
害
を
残
す
こ
と
と
な
っ

た
家
庭
の
中
学
校
卒
業
ま
で
の
児

童
・
生
徒

◦
貸
付
金
額
　
▽
一
時
金
　
15
万

５
千
円
　
▽
月
額
　
１
万
円
ま
た

は
２
万
円
（
無
利
息
）
　
▽
入
学

支
度
金
　
４
万
４
千
円

◦
貸
付
期
間
　中
学
校
卒
業
の
月

ま
で

◦
貸
付
条
件
　生
活
困
窮
家
庭

◦
返
還
　原
則
と
し
て
20
年
以
内

の
月
々
均
等
払
い

問
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対

策
機
構
福
島
支
所
☎
０
２
４
︲
５

２
２
︲
６
６
２
６

　　◦
職
種
　
総
務
係
専
任
職
員
１
名
、

事
業
係
専
任
職
員
２
名

◦
応
募
期
限

　１
月
10
日
㈬

◦
応
募
要
件

　普
通
自
動
車
第
一

種
運
転
免
許
を
有
し
て
い
る
こ
と
、

年
齢
・
学
歴
は
不
問

◦
募
集
要
項

　矢
吹
原
土
地
改
良

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い

ま
す
。
応
募
の
際
に
は
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
の
紹
介
状
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
矢
吹
原
土
地
改
良
区
☎
�
３
１

２
１

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ・ラ
ジ
オ・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行
う

通
信
制
の
大
学
で
す
。
働
き
な
が

ら
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を

楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的

で
、
幅
広
い
世
代
の
方
が
学
ん
で

い
ま
す
。

　
た
だ
い
ま
平
成
30
年
４
月
入
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い

資
料
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
お
気

取
る
な
ど
、
油
を
極
力
流
さ
な
い

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
本
庁
舎
下
水
道
課
　
内
２
２
３

６　　
白
河
市
議
会
で
は
、
開
か
れ
た

議
会
の
実
現
の
た
め
、
本
会
議
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
お
よ
び
録

画
配
信
を
、
平
成
29
年
10
月
か
ら

開
始
し
ま
し
た
。

　
パ
ソ
コ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

で
も
視
聴
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
議
会
事
務
局
　
内
２
４
１
２

　　
降
雪
の
多
く
な
る
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
農
業
用
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

な
ど
へ
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
対

策
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
除
雪
作
業
の
安
全
確
保
》

　
除
雪
作
業
を
行
う
場
合
は
、
人

命
優
先
で
す
。
安
全
を
確
保
し
た

上
で
、
複
数
人
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
出
願
期
限
　
２
月
28
日
㈬
（
第

１
回
）、
３
月
20
日
㈫
（
第
２
回
）

問
放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
︲
９
２
１
︲
７
４
７
１

　
下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
で
、

ご
家
庭
か
ら
の
生
活
排
水
を
直
接

下
水
道
に
流
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
悪
臭
や
害
虫
の
発
生

を
抑
え
、
生
活
環
境
が
改
善
さ
れ

る
ほ
か
、
道
路
側
溝
や
河
川
が
き

れ
い
に
な
り
、
自
然
環
境
を
守
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
清
潔
で
住
み
良
い
街
に
す
る
た

め
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
ま
だ
接
続
さ
れ

て
い
な
い
ご
家
庭
は
、
下
水
道
へ

の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
の
地
域

を
対
象
に
、
早
期
接
続
の
た
め
の

助
成
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
既
に
接
続
さ
れ
て
い
る

方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
下
水
道
の

つ
ま
り
や
悪
臭
を
防
止
す
る
た
め
、

食
器
を
洗
う
前
に
油
汚
れ
を
拭
き
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案
内

口
座
振
替
に
よ
る
国
民

年
金
保
険
料
の
割
引

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
等

購
入
費
用
の
助
成
制
度

敬
老
祝
い
商
品
券
の
有

効
期
限

建
退
共
制
度

市
小
規
模
修
繕
等
契
約

希
望
者
登
録
受
付

い
な
い
方
な
ど
）
　
④
市
税
を
滞

納
し
て
い
る
方

◦
申
込
方
法
　申
請
書
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き
ま
す
）

に
次
の
書
類
を
添
え
て
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

①
市
税
の
納
税
証
明
書
　
②
登
録

希
望
業
種
の
履
行
に
必
要
な
資
格
、

免
許
な
ど
の
写
し

◦
有
効
期
間
　４
月
１
日
㈰
か
ら

２
年
間
　

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

本
庁
舎
工
事
契
約
検
査
室
　
内
２

２
５
２
／
各
庁
舎
地
域
振
興
課
　

表
郷
☎
�
２
１
１
１
　
大
信
☎
�

２
１
１
１
　
東
☎
�
２
１
１
１

　
国
民
年
金
保
険
料
を
口
座
振
替

で
納
付
す
る
と
、
振
替
方
法
に
よ

っ
て
保
険
料
が
割
引
に
な
り
ま
す
。

当
月
分
の
保
険
料
を
当
月
末
に
引

き
落
と
す
と
、
毎
月
50
円
が
割
引

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
半
年
、
１
年

ま
た
は
２
年
分
の
保
険
料
を
前
納

に
す
る
こ
と
で
、
納
付
書
で
納
め

る
よ
り
も
割
安
に
な
り
ま
す
。
納

め
忘
れ
が
な
く
安
心
で
確
実
な
口

座
振
替
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

◦
申
込
期
間
　
上
期
（
４
月
～
９

月
分
）
の
６
か
月
前
納
お
よ
び
年

度
単
位
の
１
年
前
納
、
２
年
前
納

は
２
月
末
ま
で
、
下
期
（
10
月
～

３
月
分
）
の
６
か
月
前
納
は
８
月

末
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の
　
納

付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、

金
融
機
関
届
出
印
　

※
お
申
し
込
み
は
、
金
融
機
関
の

窓
口
ま
た
は
白
河
年
金
事
務
所
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
白
河
年
金
事
務
所
☎
�
４
１
６

１　
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
の
購
入

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
に

つ
い
て
は
、
本
年
度
末
で
終
了
と

な
り
ま
す
。
助
成
を
申
請
す
る
方

は
、
３
月
30
日
㈮
ま
で
に
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
環
境
保
全
課
　
内
２
１

６
５
／
各
庁
舎
地
域
振
興
課
　
表

郷
☎
�
２
１
１
２
　
大
信
☎
�
２

１
１
３
　
東
☎
�
２
１
１
２

　
平
成
29
年
度
敬
老
会
で
配
付
し

た
「
敬
老
祝
い
商
品
券
」
の
有
効

期
限
は
、
平
成
30
年
１
月
31
日
㈬

で
す
。
ま
だ
使
用
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
お
早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
な
お
、
未
使
用
の
商
品
券
の

換
金
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
高
齢
福
祉
課
　
内
２
７

２
２
／
各
庁
舎
地
域
振
興
課
　
表

郷
☎
�
２
１
１
４
　
大
信
☎
�
２

１
１
４
　
東
☎
�
２
１
１
６

　
建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退

職
金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場

労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業

を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目
的

に
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　
事
業
主
の
方
が
労
働
者
の
働
い

た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共

済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
労

働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を

や
め
た
と
き
に
退
職
金
を
支
払
う
、

業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

◦
加
入
で
き
る
事
業
主
　
建
設
業

を
営
む
方

◦
対
象
と
な
る
労
働
者
　
建
設
業

の
現
場
で
働
く
方

◦
掛
金
　
日
額
３
１
０
円

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
建
退
共
福
島
県
支
部
☎
０
２
４

︲
５
２
３
︲
１
６
１
８

　　
小
規
模
事
業
者
の
受
注
機
会
を

拡
大
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
市
が
発
注
す
る
小
規

模
な
修
繕
（
50
万
円
未
満
）
に
つ

い
て
登
録
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

◦
受
付
期
間
　▽
定
期
　
２
月
１

日
㈭
～
28
日
㈬
　
▽
随
時
　
平
日

の
み
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

◦
登
録
対
象
業
種
　①
大
工
工
事

②
ガ
ラ
ス
・
サ
ッ
シ
工
事
　
③
畳

工
事
　
④
ふ
す
ま
・
障
子
・
建
具

関
係
工
事
　
⑤
壁
紙
貼
付
工
事
　

⑥
そ
の
他
の
小
規
模
な
工
事

◦
資
格
　市
内
に
主
た
る
事
業
所

ま
た
は
住
所
を
有
す
る
方
。
た
だ

し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
は
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

①
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
に
よ

り
工
事
等
請
負
有
資
格
業
者
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
　
②
登
録

を
希
望
す
る
業
種
に
関
し
て
必
要

な
資
格
も
し
く
は
免
許
ま
た
は
実

績
の
な
い
方
　
③
登
録
を
希
望
す

る
業
種
を
履
行
し
な
い
お
そ
れ
の

あ
る
方
（
破
産
者
で
復
権
を
得
て
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象
牙
在
庫
把
握
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

公
立
中
学
校
夜
間
学
級

の
設
置
に
関
す
る
調
査

多
重
債
務
相
談
窓
口

文
化
財
防
火
デ
ー

肢
体
不
自
由
者
巡
回
相

談
会

福
島
地
方
法
務
局
白
河

支
局
公
開
講
座

里
親
入
門
講
座

　
１
月
26
日
は
、「
文
化
財
防
火
デ

ー
」
で
す
。
貴
重
な
文
化
財
を
災

害
か
ら
守
る
た
め
、
市
お
よ
び
白

河
消
防
署
で
は
地
元
消
防
団
の
協

力
を
得
て
、
防
火
査
察
を
行
い
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
当
日
は
、
消
防
署
員
や

消
防
団
員
が
出
動
し
ま
す
の
で
、

火
災
と
間
違
え
な
い
よ
う
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◦
日
時
　
２
月
４
日
㈰
／
午
前
９

時
か
ら

◦
会
場
　
安あ

ん

珍ち
ん

堂ど
う

（
萱
根
）

問
文
化
財
課
（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

☎
�
２
３
１
０

◦
日
時
　
２
月
２
日
㈮
／
午
後
２

時
～
４
時

◦
会
場
　
福
島
地
方
法
務
局
白
河

支
局
（
郭
内
）

◦
定
員
　
20
人
　
※
要
事
前
申
込

◦
内
容
　
▽
講
演
１
　「
相
続
制

度
に
つ
い
て
」　
▽
講
演
２
　「
相

続
登
記
手
続
き
に
つ
い
て
」

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

福
島
地
方
法
務
局
白
河
支
局
☎
�

１
２
０
１

◦
日
時
　
２
月
６
日
㈫
／
午
前
10

時
～
11
時
30
分

◦
会
場
　
郡
山
市
中
央
公
民
館

◦
内
容
　
里
親
制
度
に
つ
い
て
学

ぶ
講
座
　
▽
講
義
　
「
知
っ
て
い

ま
す
か
？
里
親
制
度
～
あ
な
た
を

待
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
い
ま

す
～
」　
▽
養
育
里
親
の
体
験
談

◦
対
象
　
里
親
制
度
や
子
ど
も
の

福
祉
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
方

◦
定
員
　
30
人
　

◦
申
込
期
限
　
１
月
30
日
㈫

◦
受
付
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
　
※
平
日
の
み

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

県
中
児
童
相
談
所
☎
０
２
４
︲
９

３
５
︲
０
６
１
１
／
Ｅ
メ
ー
ル

kentyuu.jisou@
pref.fukush

im
a.lg.jp

◦
日
時
　
２
月
15
日
㈭
／
午
後
１

時
～
３
時

◦
会
場
　
中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
北
中
川
原
）

◦
内
容
　
義
肢
な
ど
補
装
具
の
処

方
、
診
察
お
よ
び
医
療
相
談

◦
担
当
医
師
　
白
河
厚
生
総
合
病

院
副
院
長
　
鈴す

ず

木き

幹み
き

夫お

氏

◦
持
参
品
　
身
体
障
が
い
者
手
帳

（
お
持
ち
の
方
）
お
よ
び
印
鑑

◦
申
込
期
限
　
２
月
７
日
㈬

問
本
庁
舎
社
会
福
祉
課
　
内
２
７

１
５

　
環
境
省
で
は
、
国
内
に
あ
る
象

牙
の
在
庫
の
把
握
を
進
め
て
い
ま

す
。
未
登
録
の
象
牙
を
お
持
ち
の

方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
全
形

を
保
持
し
た
象
牙
の
み
が
登
録
対

象
で
、
印
鑑
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な

ど
象
牙
製
品
は
登
録
対
象
外
で
す
。

　
ま
た
、
象
牙
以
外
の
国
際
希
少

野
生
動
植
物
種
の
登
録
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

◦
連
絡
先
　
象
牙
在
庫
把
握
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
事
務
局
☎
０
３
︲
６
６

５
９
︲
４
６
６
０
（
平
日
／
午
前

10
時
～
午
後
５
時
）

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
戦
中
戦

後
の
混
乱
で
中
学
校
を
卒
業
で
き

な
か
っ
た
方
、
不
登
校
や
家
庭
の

事
情
で
授
業
を
十
分
に
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
方
を
対
象
に
、
公
立
中

学
校
夜
間
学
級
の
設
置
を
検
討
す

る
上
で
、
需
要
が
ど
の
く
ら
い
あ

る
の
か
を
把
握
す
る
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
夜
間
学
級
の
設
置
を

要
望
す
る
方
や
関
心
の
あ
る
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
学
校
教
育
課
　
内
２
３

６
１
／
県
南
教
育
事
務
所
☎
�
１

６
６
５

　
財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で
は
、

返
済
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
借
金
を

抱
え
、
お
悩
み
の
方
々
か
ら
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
借
金
の
状

況
を
お
聞
き
し
、
必
要
に
応
じ
弁

護
士
・
司
法
書
士
な
ど
の
専
門
家

に
引
き
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。
秘
密

厳
守
、
相
談
無
料
で
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
国
や
県
の
登
録
を
受
け

ず
に
貸
金
業
を
営
む
、
い
わ
ゆ
る

「
ヤ
ミ
金
融
」
業
者
に
は
十
分
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

◦
相
談
窓
口
　財
務
省
福
島
財
務

事
務
所
理
財
課
（
福
島
市
）

◦
受
付
時
間
　午
前
８
時
30
分
～

正
午
、
午
後
１
時
～
４
時
30
分
　

※
平
日
の
み

問
多
重
債
務
相
談
窓
口
専
用
電
話

☎
０
２
４
︲
５
３
３
︲
０
０
６
４
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初
心
者
茶
道
体
験
教
室

新
春
初
笑
い
寄
席

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

白
河
司
法
書
士
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー

第
52
回
白
河
地
方
母
親

大
会 ま

ち
か
ど

案
内

視
覚
障
が
い
者
の
教
育

相
談

筆
界
特
定
制
度

　　
県
立
視
覚
支
援
学
校
で
は
、
視

覚
障
が
い
（
弱
視
や
著
し
い
視
力

低
下
・
視
野
狭き

ょ
う
さ
く窄
・
視
野
欠
損
な

ど
）
が
あ
り
、
進
学
や
就
労
で
お

困
り
の
方
の
職
業
教
育
の
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
相
談
時
間
　
毎
月
第
２
・
４
週

の
月
曜
日
～
金
曜
日
／
午
前
９
時

～
午
後
４
時

◦
対
象
　
18
歳
以
上
の
方
（
高
校

生
可
）
　

問
県
立
視
覚
支
援
学
校
☎
０
２
４

︲
５
３
４
︲
２
５
７
４

　
土
地
の
境
界
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

ル
は
、
裁
判
で
解
決
す
る
し
か
な

い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
法
務

局
が
行
っ
て
い
る
「
筆
界
特
定
制

度
」
を
活
用
す
れ
ば
、
裁
判
を
し

な
く
て
も
、
境
界
ト
ラ
ブ
ル
を
早

期
に
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
筆
界
特
定
制
度
は
、
そ
の
土
地

が
登
記
さ
れ
た
と
き
の
境
界
に
つ

い
て
、
現
地
に
お
け
る
位
置
を
法

務
局
が
調
査
し
、
明
ら
か
に
す
る

制
度
で
す
。
特
定
さ
れ
た
筆
界
は

法
務
局
に
備
え
付
け
ら
れ
、
筆
界

の
位
置
を
示
す
証
拠
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
、
境
界
を
め
ぐ

る
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
や
解
決
に
役

立
ち
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
法
務
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
島
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記

部
門
☎
０
２
４
︲
５
３
４
︲
２
０

４
８

◦
日
時
　
２
月
１
日
㈭
、
３
月
１

日
㈭
／
午
後
５
時
～
８
時
　
※
要

事
前
申
込

◦
会
場
　
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
（
本

町
）

◦
内
容
　
不
動
産
登
記
・
会
社
登

記
、
相
続
・
遺
言
、
多
重
債
務
、

少
額
の
裁
判
、
成
年
後
見
な
ど
に

関
す
る
法
律
相
談

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ

ー
☎
０
１
２
０
︲
８
１
︲
５
５
３

９
（
平
日
／
午
前
10
時
～
午
後
０

時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
～
４
時
）

《
Ａア

キ

ラ

Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ
＆
Ｍミ

ヤ

Ｉ
Ｙ
Ａ
》

◦
日
時
　
１
月
８
日
㈷
／
午
後
４

時
～
４
時
45
分

◦
会
場
　
え
き
か
ふ
ぇ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
（
郭
内
）

◦
入
場
料
　無
料

問
福
島
県
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会
　
遠え

ん
ど
う藤

☎
０
９
０
︲
１
４

９
６
︲
７
６
１
０

　
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

◦
日
時
　１
月
21
日
㈰
／
午
後
１

時
～
４
時
　

◦
会
場
　
サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
白
河

（
久
田
野
）

◦
内
容
　
▽
講
演
「
原
発
事
故
後

８
年
目
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
」

▽
講
師
　原
発
問
題
住
民
運
動
全

国
連
絡
セ
ン
タ
ー
筆
頭
代
表
　伊い

東と
う

達た
つ

也や

氏

◦
資
料
代
　３
０
０
円

問
実
行
委
員
会
事
務
局
（
白
河
教

育
会
館
）
☎
�
２
９
４
１

◦
日
時
　１
月
17
日
㈬
／
午
後
２

時
30
分
か
ら
　

◦
会
場
　
新
白
信
ビ
ル
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル
（
立
石
）

◦
内
容
　
▽
演
目
『
黄こ

金が
ね

餅も
ち

』
ほ
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７

　
お
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菓
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の
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き
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で
の
あ
い
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ど
、
一
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作
を
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ま
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　２
月
27
日
㈫
、
３
月
６

日
㈫
／
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

◦
会
場
　
翠
楽
苑
（
南
湖
公
園
内
）

◦
受
講
料
　
２
、
１
０
０
円
（
２

回
分
、
入
園
料
も
含
む
）

◦
定
員
　
10
人
　
※
先
着
順

◦
申
し
込
み
　
２
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付
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８
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くらしの情報館
２ 月の無料相談

種　類 開設日 時　間 会　場・問い合わせ先 内　容

弁護士法律相談
（要予約）

 7日㈬
21日㈬

①10：00〜12：00
②13：00〜16：00

◦消費生活センター（本庁舎地下）
問消費生活センター☎�1133
　（平日／午前９時〜午後５時）

多重債務、離婚・相続
問題などの法的なトラ
ブル、被災者の抱える
二重ローン問題の相談
など

14日㈬ 10:00 〜 12:00

28日㈬ 13:00 〜 16:00

市民あったか相
談所

月〜金
曜日 8:30 〜 17:15 ◦本庁舎生活防災課（１階）

問本庁舎生活防災課内専用電話☎�1717 市行政等に関する相談

心配ごと相談 13日㈫
27日㈫ 10:00 〜 12:00 ◦中央老人福祉センター「白寿園」（北中川原）

問社会福祉協議会☎�4222
生計、家族に関するこ
となど

障がい者相談会
（要予約） 27日㈫ 13:30 〜 ◦本庁舎地下第１会議室

問本庁舎社会福祉課　内2714 障がいに関する相談

心の健康相談
（要予約） 14日㈬ 13:30 〜 15:00 ◦県南保健福祉事務所（郭内）

問県南保健福祉事務所☎�5649
うつ状態、ひきこもり
などに関すること

認知症の人と家
族の会 24日㈯ 13:30 〜 15:30 ◦中央老人福祉センター「白寿園」（北中川原）

問同県南地区事務局☎�2394
認知症本人と家族の相
談や話し合いなど

ハートコール
（いじめ等相談電話）

月〜金
曜日 ９:00 〜 18:00 問ハートコール相談専用電話

　☎0800-800-1893（フリーダイヤル）
児童・生徒のいじめ等
に関する相談

２ 月の休日救急医療当番医

診療日 診療科目 医療機関名 電話番号

４日㈰
小 児 科 樋 口 小 児 ク リ ニ ッ ク �2040
内科・外科 渡 部 医 院 �4111
歯 　 科 白河みなみ歯科クリニック �3730

11日㈷
小 児 科 み う ら 小 児 ク リ ニ ッ ク �1001
内科・外科 ニ ュ ー ロ ク リ ニ ッ ク �4111
歯 　 科 サンデンタルクリニック �8020

12日㈪
小 児 科 わたなべ子どもクリニック �2166
内科・外科 明 渓 醫 院 �3060
歯 　 科 赤 沼 歯 科 医 院 �2004

18日㈰
小 児 科 ねもとキッズクリニック �5623
内科・外科 ら く ら く 医 院 �5333
歯 　 科 安 部 歯 科 医 院 �1123

25日㈰
小 児 科 白 河 厚 生 総 合 病 院 �2211
内科・外科 吉 田 医 院 �4033
歯 　 科 酒 井 歯 科 医 院 �2303

２ 月の事業所献血

期 日 実施事業所 所 在 地 時　間

16日㈮
市役所本庁舎 八幡小路 10:00〜13:00

白河厚生総合病院 豊 地 14:30〜18:00

あたたかい善意をありがとうございました。

（11月受付分）

善意の窓

<愛の基金>
♥10万円 菅森 勝雄　様（大信隈戸）
♥10万円 深谷 文則　様（小田川）
♥10万円 白河市音楽文化協会　様
♥５万円 渡辺 光男　様（家ノ前）
♥２万円 渡部 貴志　様（大信下小屋）
♥５千円 金勝寺ボランティア　佐藤 力　様
<小峰城城郭復元基金>
♥10万円 平原 隆志　様（昭和町）
<学校給食への提供>
♥小松菜　 江戸川学校給食友の会　代表　小原 英行　様

男：30,383人             　 世帯数：23,444世帯（11）
女：30,812人  　※（　）の数字は前月比　
計：61,195人（△33）

■市の人口と世帯数（12月１日現在） ■今月の納期限／１月31日㈬まで

◇国民健康保険税(第７期）◇介護保険料(第７期）
◇市県民税(第４期）◇後期高齢者医療保険料(第６期）

■２月の日曜窓口

　一部証明書の発行や市税の納付などの手続きを受け
付けます。取り扱い業務については、事前にお問い合
わせください。
◇時間／午前８時30分〜正午
◇期日／４日㈰・12日㈪・18日㈰・25日㈰

問本庁舎市民課　内2154■市営住宅の募集

　市営住宅の募集は毎月15日に発表して
います。詳しくは市ホームページをご覧く
ださい。

問本庁舎建築住宅課　内2262
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芭
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蕉
しょう

亭

住　　所：会津町27-25
電　　話：0248-27-0833
営業時間：（昼）11:30 ～ 13:30
　　　　　（夜）17:00 ～ 21:30
定 休 日：月曜日
駐 車 場：有り

夜は割烹
ぽう

、昼はラーメン
和食料理人一家が作る絶品チャーシューメン

①肉好きにはたまらない『チャーシューメン』シャキシャキした自家製メンマのファンも
多い　②ボリューム満点の『ひれソースかつ丼』

①

②

　昭和54年創業の芭蕉亭では、約10年前からラーメンを提供し
ていて、そのおいしさから口コミで人気を集め、夜は割烹、昼は
ラーメンを求めるお客さんでにぎわっています。
　国産竹の子を使った自家製メンマなど、和食料理人としてのこ
だわりをみせるのは、店主の渡

わ た

辺
な べ

直
な お

幸
ゆ き

さん。同じく和食料理人で
妻の栄

え い

子
こ

さん、息子の綾
りょう

太
た

さんと昼夜腕を振るいます。
　おすすめは『チャーシューメン』。鶏と豚がらから丁寧に作ら
れる醤油スープと、上質な肉が決め手の一杯です。甘辛いソース
と、ごまの風味がマッチした『ひれソースかつ丼』も人気です。
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締めの一杯

第21回

白河は全国的にも知られるラーメ
ン処で、市内には100軒を超す店
が点在しています。毎月、おすす
めの一杯を紹介します。

今月号の

白河駅

至国道４号

コミネス

白河羽鳥レイクライン

りぶらん
37

城山公園

地域の風になる
地域おこし協力隊員の活動と
　　　　　発見した地域の魅力

大信地区隊員

嶋
し ま

本
も と

 雅
ま さ

之
ゆ き ▼「ご当地萌

も

えキャラと歴史
　が好き」と話す嶋本さん

◀大信地域市民交流センター
　『ひじりん館』

小峰シロ

さん

　はじめまして。長崎県佐世保市出身の嶋本と申します。
　市公認キャラの『小峰シロ』がきっかけで白河に興味をもち、
歴史を感じる町並みが好きになり、白河にやって参りました。
　佐世保市は雪があまり降らないので、今年の冬は、雪道の運
転に注意しなければと思いながらも、少し楽しみでもあります。
　現在は、大信地域の魅力を発見しながら、市公認キャラクタ
ーを使った地域のパンフレットを制作しています。
　白河は自然が豊かで、重要な史跡が数多くある街です。自分
の得意分野を生かし、市の魅力を発信していければと思います。

嶋本さんと一緒
に白河の魅力を
発信します♪
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